
 

  

研究内容： 有限射影幾何の組合せ構造とその量子アファイン代数との関連 

 

 Euclid 空間内の平面をその平面上にない１点から他の平面に射影したとき、線分の長さや角度といった情報は変化し

ますが、直線の結合関係などは保存されます。このような射影変換で不変な性質からなる公理系を射影幾何と呼び、

その公理を満たす対象を有限集合で実現したものを「有限射影幾何」と呼びます。有限射影幾何の組合せ構造は、

Grassmann 符号や Gabidulin 符号に代表される実用的な符号で使われています。 

有限射影幾何の大域的な組合せ構造を反映する結合代数は、可積分系の理論で導入された「量子代数」との興味

深い関わりが知られています。具体的には、Lie 代数 sl_2 の普遍包絡代数の q-変形 U_q(sl_2) から結合代数への全

射な代数準同型の存在が知られています。大雑把に言うと、量子代数 U_q(sl_2) と結合代数は同じ構造を持っている

のです。私のこれまでの研究で、この関係をアファイン Lie 代数 sl_2^ のレベルへ拡張することに成功しました。量子ア

ファイン代数 U_q(sl_2^) はYang-Baxter方程式の三角解として研究されているため、本研究は、「結び目理論」や「共形

場理論」といった分野と有限射影幾何の組合せ構造や付随する符号理論との関連を示唆しています。 

 また、量子暗号化などを扱う量子情報科学分野は、飛躍的に発展している情報化社会において今後重要となる学問

のひとつであり、本研究で扱う量子代数や組合せ論の応用先として期待しています。 
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